
「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
関
す
る
意
識
調
査
」
調
査
結
果
（
抄
）

山
口
県
立
萩
高
等
学
校

教
諭

吉
野

潤

（
山
口
県
高
教
研
学
校
図
書
館
部
会

令
和
四
、
五
年
度
総
務
部
長
）

令
和
五
年
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
標
記
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
山
口
県
高
教
研
学
校
図
書
館

部
会
を
通
じ
、
県
内
各
高
等
学
校
の
「
国
語
の
先
生
」
に
趣
意
書
を
配
布
し
、
こ
れ
に
記
載
し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
グ

ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
し
、
回
答
い
た
だ
い
た
。
趣
意
書
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

（
前
文
略
）
本
部
会
の
活
動
の
中
で
も
、「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
・
毎
日
新
聞

社
主
催
の
、「
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
下
部
大
会
と
い
う
位
置
づ
け
で
、
実
施
回
数
も
六
十
八
回

を
数
え
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
毎
年
た
く
さ
ん
の
作
品
が
出
品
さ
れ
、
本
県

の
学
校
図
書
館
文
化
を
下
支
え
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、「
読
書
感
想
文
の
安

易
な
強
制
が
読
書
離
れ
を
加
速
す
る
」
と
い
う
批
判
や
、
宿
題
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
審
査
員
を
務
め
た
り
と
い
う
先

生
方
の
御
負
担
の
大
き
さ
も
、
無
視
で
き
な
い
事
実
と
し
て
存
在
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
実
際
に
指
導
に
当
た
ら
れ
る
先
生
方
（
特
に
国
語
の
先
生
方
）
の
お
考
え
を
お
聞
き
し
、
今
後

の
運
営
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、
こ
の
意
識
調
査
を
実
施
す
る
次
第
で
す
。
可
能
な
範
囲
で
構
い
ま
せ
ん
の

で
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
先
生
に
御
回
答
い
た
だ
き
た
く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
解
答
を
受
け
付
け
た
結
果
、
四
十
四
件
の
回
答
が
得
ら
れ
た
。
今
回
の
調
査
は
、
設
問
数
も
多

く
、
回
答
さ
れ
る
だ
け
で
も
か
な
り
の
手
間
が
か
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
更
に
、
自
由
記
述
欄
へ
の
入
力
も
、
繁
雑
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
多
く
の
方
か
ら
誠
実
な
御
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
た
。

た
く
さ
ん
の
先
生
方
か
ら
御
協
力
が
い
た
だ
け
た
こ
と
に
、
ま
ず
は
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

調
査
結
果
（
抄
）

一

調
査
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
先
生
方
の
内
訳

教

科
…
…
国
語

四
十
三
名
、
国
語
以
外

一
名

所
属
校
種
（
学
科
）
…
全
日
制
普
通
科

二
十
四
名
、

全
日
制
実
業
学
科

十
二
名
、

全
日
制
総
合
学
科

六
名
、

定
時
制
・
通
信
制

二
名

性

別
…
…
男
性

十
四
名
、
女
性

二
十
四
名
、
回
答
し
な
い

五
名

年

齢
…
…
二
十
代

六
名
、
三
十
代

十
名
、
四
十
代

十
一
名
、

五
十
代

十
名
、
六
十
代

五
名
、
七
十
歳
以
上

一
名

二

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
主
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

件
44

１

担
当
教
科
の
授
業
時
間
に
、
全
員
に
全
部
ま
た
は
一
部
を
書
か
せ
る
。

件
（

％
）

0

0

２

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
と
し
て
、
全
員
に
Ｌ
Ｈ
Ｒ
等
の
時
間
に
全
部
ま
た
は
一
部
を
書
か
せ
る
。

件
（

％
）

0

0

３

全
校
ま
た
は
特
定
の
学
年(

ク
ラ
ス
・
コ
ー
ス)

の
全
員
に
読
書
感
想
文
を
宿
題
と
し
て
課
す
。

件
（

％
）

11

26

４

選
択
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宿
題
の
中
に
、
読
書
感
想
文
を
含
め
る
。

件
（

％
）

12

28



５

コ
ン
ク
ー
ル
の
告
知(

掲
示
物
・
配
布
物
等
を
含
む)

は
す
る
が
、
提
出
は
任
意
と
す
る
。

件
（

％
）

14

33

６

コ
ン
ク
ー
ル
の
告
知
は
行
っ
て
い
な
い
。（
読
書
感
想
文
に
は
か
か
わ
っ
て
い
な
い
）

件
（

％
）

5

12

７

生
徒
会
活
動
（
図
書
委
員
会
な
ど
）
と
し
て
、
所
属
す
る
生
徒
に
応
募
を
呼
び
か
け
る
。

１
件
（

％
）

2

８

部
活
動
（
文
芸
部
な
ど
）
等
の
課
外
活
動
と
し
て
、
所
属
す
る
生
徒
に
応
募
を
呼
び
か
け
る
。

件
（

％
）

0

0

９

無
答

１
件
（

％
）

2

●
１
～
４
を
選
ん
だ
理
由
（
二
十
二
件
の
回
答
）

読
書
感
想
文
を
書
く
こ
と
が
、
学
習
活
動
と
し
て
有
益
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
。

(イ)

件
（

％
）

10

44

観
点
別
評
価
を
行
う
上
で
、
他
に
適
当
な
材
料
が
な
い
か
ら
。

(ロ)

０
件
（

％
）

0

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
さ
せ
た
い
か
ら
。

(ハ)

３
件
（

％
）

14

勤
務
校
の
前
例
や
、
他
の
先
生
へ
の
配
慮
や
同
調
か
ら
。

(ニ)

７
件
（

％
）

30

（
そ
の
他
）
読
書
の
推
奨
、
長
期
休
暇
に
本
を
読
ん
で
も
ら
い
た
い
か
ら
。

(ホ)

２
件
（

％
）

9

●
宿
題
と
し
て
提
出
さ
れ
た
作
品
を
読
ん
だ
と
き
の
感
想
（
１
～
４
を
選
ん
だ
方
の
内
、
二
十
一
件
の
回
答
）

ア

本
を
し
っ
か
り
読
み
込
み
、
主
体
的
に
考
察
し
て
書
か
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。

３
件
（

％
）

14

イ

本
を
読
み
込
ん
だ
結
果
と
し
て
は
物
足
り
な
い
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
６
件
（

％
）

27

ウ

提
出
す
る
こ
と
自
体
が
目
的
と
な
っ
て
お
り
、
内
容
が
空
疎
な
も
の
が
多
か
っ
た
。

件
（

％
）

12

54

エ

生
徒
の
作
品
を
読
む
時
間
が
無
か
っ
た
。

０
件
（

％
）

0

オ

そ
の
他
（
無
回
答
）

１
件
（

％
）

5

●
５
～
８
（
ま
た
は
「
そ
の
他
」）
を
選
ん
だ
理
由
（
二
十
件
の
回
答
）

読
書
感
想
文
（
ま
た
は
コ
ン
ク
ー
ル
）
に
は
賛
同
で
き
る
が
、
強
制
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
。

９
件
（

％
）

(イ)

48

自
主
的
に
作
品
を
提
出
し
た
生
徒
に
、
観
点
別
評
価
に
お
い
て
高
評
価
を
与
え
た
い
か
ら
。

０
件
（

％
）

(ロ)

0

読
書
感
想
文
を
書
か
せ
る
こ
と
よ
り
も
、
別
の
課
題
に
取
り
組
ま
せ
た
い
か
ら
。

２
件
（

％
）

(ハ)

11

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
在
り
方
に
賛
同
で
き
な
い
か
ら
。（
対
応
す
る
余
裕
が
な
い
か
ら
）

４
件
（

％
）

(ニ)

21

(

そ
の
他)

・
指
導
す
る
た
め
の
時
間
が
と
れ
な
い

各
１
件

(ホ)

・
国
語
科
と
相
談
し
宿
題
に
は
し
な
い
こ
と
と
し
た
か
ら
。

・
読
書
ノ
ー
ト
を
夏
季
休
業
中
の
課
題
と
し
て
お
り
、
重
複
を
避
け
る
た
め
。

・
本
校
で
は
読
書
ノ
ー
ト
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
感
想
文
は
告
知
の
み
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
課
題

図
書
と
い
う
良
書
（
恐
ら
く
）
を
紹
介
す
る
こ
と
で
有
意
義
な
読
書
活
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
意
図
し
て

い
ま
す
。

・
無
回
答



三

担
当
す
る
生
徒
の
作
品
を
読
ん
だ
り
、
添
削
や
評
価
し
た
り
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
負
担
を
感
じ
ら

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。（

件
）

44

１

教
育
活
動
と
し
て
有
意
義
な
仕
事
で
あ
り
、
苦
痛
は
感
じ
な
い
。

６
件
（

％
）

13

２

負
担
感
は
あ
る
が
、
教
育
活
動
と
し
て
有
意
義
な
仕
事
で
あ
る
。

件
（

％
）

13

30

３

苦
痛
と
ま
で
は
思
わ
な
い
が
、
特
別
に
意
義
が
あ
る
仕
事
だ
と
は
思
わ
な
い
。

件
（

％
）

12

27

４

そ
れ
ほ
ど
有
意
義
な
仕
事
だ
と
は
思
え
ず
、
苦
痛
で
あ
る
。

件
（

％
）

10

23

５

読
書
感
想
文
関
連
の
業
務
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
。

３
件
（

％
）

7

四

読
書
感
想
文
を
募
集
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
趣
旨
や
題
材
の
選
び
方
、
感
想
の
書
き

方
等
を
、
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。（

件
）

43

１

授
業
の
中
で
時
間
を
取
っ
て
全
員
に
指
導
す
る
。

６
件
（

％
）

14

２

希
望
者
を
集
め
て
指
導
す
る
。

０
件
（

％
）

0

３

特
に
指
導
は
し
て
い
な
い
。（
質
問
が
あ
れ
ば
指
導
す
る
）

件
（

％
）

37

86

五

《
「
夏
休
み
の
読
書
感
想
文
」
が
読
書
嫌
い
を
加
速
し
て
い
る
》
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

１

そ
の
通
り
だ
。

２
件
（

％
）

5

２

そ
う
い
う
面
も
あ
る
。

件
（

％
）

22

50

３

当
た
ら
な
い
。

件
（

％
）

20

46

六

読
書
感
想
文
に
取
り
組
む
こ
と
（
ま
た
は
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
す
る
こ
と
）
に
は
、
他
の
学
習
活
動

と
比
べ
て
ど
の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
と
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。（
複
数
回
答
可
）

１

読
書
に
親
し
む
生
活
習
慣
が
身
に
つ
く
。

件
19

7%
15%13%

46%
53%

15%

27%
23%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

負担感の有無（左20～30代、右40代以上）

教育活動として有意義な仕事であり、苦痛は感じない。

負担感はあるが、教育活動として有意義な仕事である。

苦痛とまでは思わないが、特別に意義がある仕事だとは思わない。

それほど有意義な仕事だとは思えず、苦痛である。



２

読
解
力
が
向
上
す
る
。

７
件

３

内
省
の
機
会
と
な
る
。

件
15

４

教
養
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

件
14

５

主
体
的
に
考
え
る
力
が
向
上
す
る
。

件
10

６

文
章
表
現
力
が
向
上
す
る
。

件
17

７

問
題
解
決
能
力
が
向
上
す
る
。

３
件

８

感
性
が
豊
か
に
な
る
。

件
13

９

困
難
に
打
ち
勝
つ
力
が
つ
く
。

２
件

権
威
の
あ
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
入
賞
と
い
う
目
に
見
え
る
成
果
が
得
ら
れ
る
。

７
件

10

生
徒
の
読
書
の
傾
向
や
、
考
え
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

件

11

17

特
別
な
利
点
は
な
い
。

４
件

12七

現
行
の
「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
つ
い
て
、
不
満
や
困
難
を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。
次
の
中
に
近
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。（
複
数
回
答
可
）

１

生
徒
に
強
制
す
る
こ
と
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。（
「
生
徒
の
負
担
に
な
る
」
を
含
む
）

件
16

２

本
を
味
読
し
た
結
果
で
は
な
く
、
体
験
や
道
徳
的
内
容
を
評
価
す
る
も
の
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

８
件

３

提
出
す
る
こ
と
が
目
的
化
し
、
盗
用
や
使
い
回
し
も
横
行
し
、
学
習
活
動
と
し
て
有
効
で
は
な
い
。

件
21

４

原
稿
用
紙
５
枚
と
い
う
分
量
が
多
す
ぎ
る
。

８
件

５

原
稿
用
紙
５
枚
で
は
少
な
す
ぎ
る
。

０
件

６

ワ
ー
プ
ロ
原
稿
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

７
件

７

題
材
を
紙
の
書
籍
に
限
定
し
て
い
る
。（
電
子
書
籍
は
対
象
外
）

６
件

８

課
題
図
書
が
適
切
で
は
な
い
。（
「
つ
ま
ら
な
い
」「
選
び
方
に
疑
問
が
あ
る
」
を
含
む
）

４
件

９

生
徒
の
「
感
想
」
を
評
価
す
る
こ
と
自
体
が
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
。

９
件

担
当
す
る
生
徒
の
作
品
を
入
賞
さ
せ
る
こ
と
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
。

５
件

10

担
当
す
る
生
徒
の
作
品
を
読
む
こ
と
や
、
添
削
や
評
価
を
す
る
の
が
負
担
で
あ
る
。

件

11

17

輪
番
が
来
た
ら
審
査
員
を
務
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
負
担
で
あ
る
。

件

12

10

特
に
問
題
は
感
じ
て
い
な
い
。

件

13

10



八

県
や
地
区
の
審
査
に
、
輪
番
の
審
査
員
や
高
教
研
学
校
図
書
館
部
会
の
役
員
と
し
て
参
加
さ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。（

件
）

44

１

あ
る

件
（

％
）

31

70

２

な
い

件
（

％
）

13

30

●
県
や
地
区
の
審
査
を
担
当
さ
れ
て
、
ど
の
よ
う
に
お
感
じ
に
な
り
ま
し
た
か
。（

件
）

31

と
て
も
有
意
義
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
ま
た
関
わ
り
た
い
。

５
件
（

％
）

(イ)

16

負
担
は
感
じ
る
が
、
有
意
義
な
仕
事
な
の
で
、
輪
番
が
回
っ
た
ら
引
き
受
け
る
。

件
（

％
）

(ロ)

13

42

苦
痛
で
は
な
い
が
、
特
に
意
義
を
感
じ
る
こ
と
も
な
い
。

５
件
（

％
）

(ハ)

16

苦
痛
で
あ
っ
た
。
で
き
れ
ば
も
う
や
り
た
く
な
い
。

７
件
（

％
）

(ニ)

23

（
そ
の
他
）
主
観
的
な
良
い
悪
い
を
言
い
に
く
い
。

１
件
（

％
）

3

※
年
代
別
の
分
布

●
審
査
員
を
経
験
し
て
み
た
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
。（

件
）

13

ア
思
う

０
件
（

％
）

0

イ
思
わ
な
い

件
（

％
）

13

100

九

「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
、
ど
の
よ
う
な
形
で
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
（
ま
た
は
「
可

能
で
あ
る
」・
「
負
担
が
少
な
い
」）
と
お
考
え
に
な
り
ま
す
か
。（

件
）

44

１

国
語
の
授
業
時
間
に
、
読
書
感
想
文
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
書
か
せ
る
。
３
件
（

％
）

7

２

読
書
感
想
文
を
、
国
語
科
の
宿
題
と
し
て
書
か
せ
る
。

件
（

％
）

10

23

３

コ
ン
ク
ー
ル
の
告
知
は
す
る
が
、
提
出
を
強
制
は
し
な
い
。

件
（

％
）

25

57

４

部
活
動
（
文
芸
部
な
ど
）
と
し
て
所
属
す
る
生
徒
に
取
り
組
ま
せ
る
。

１
件
（

％
）

2

５

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
参
加
し
な
い
。

３
件
（

％
）

7

（
そ
の
他
）
国
語
科
の
問
題
で
は
な
く
、
学
年
や
学
校
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
て
全
員
に
取
り

組
ま
せ
る
。

色
々
な
コ
ン
ク
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
対
応
す
れ
ば
よ
い

十
「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
運
営
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と
お
考
え
に

な
り
ま
す
か
。（

件
）

44

１

現
在
の
形
で
運
営
す
る
。

件
（

％
）

20

45

２

現
行
の
「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
は
参
加
せ
ず
、
山
口
県
独
自
の
読
書
活
動
を
模
索
す
る
。
２
件
（

％
）

5

３

教
員
の
関
与
を
前
提
と
し
た
コ
ン
ク
ー
ル
は
な
く
し
て
い
く
。

件
（

％
）

20

46

（
そ
の
他
）
無
回
答
（
２
件
）

・
「
原
稿
用
紙
に
文
字
を
書
く
こ
と
に
困
難
を
感
じ
る
生
徒
の
た
め
に
、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
を
許
容
す
る
。」
は
、
現
在
既
に
運
用
さ
れ
て
ゐ
る

た
め
、「
現
在
の
形
で
運
営
す
る
」
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
ま
し
た
。

1

2

3

3

20～30代

イ

ロ

ハ

ニ

4

10

2

4

40代以上

イ

ロ

ハ

ニ



※
年
代
別
の
分
布

以
上
、
調
査
結
果
を
御
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
御
協
力
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
早
々
に
御
回
答
い
た
だ
き
な
が
ら
、
集
計
結
果
の
御
報
告
が
遅
く
な
り
ま
し
た
こ
と
、
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
れ
と
は
別
に
、
回
答
い
た
だ
い
た
先
生
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、「
自
由
記
述
」
及
び
、
私
の
「
論
考
」
を
加
え
た
「
完

全
版
」
作
成
し
て
お
り
ま
す
。
御
関
心
が
お
あ
り
の
方
は
、
山
口
県
高
教
研
学
校
図
書
館
部
会
の
最
寄
り
の
役
員
・
地

区
理
事
に
（
高
教
研
か
入
校
の
先
生
の
場
合
）、
ま
た
は
萩
高
校
吉
野
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。令

和
六
年
二
月
二
十
九
日

２０～３０代
現在の形で運営する。 4 25%
教員の関与を前提としたコンクールはなくしていく。 10 63%
山口県独自の読書活動を模索する。 2 13%

16

4

10

2

現在の形で運営する。

教員の関与を前提としたコンクールはなくしていく。

山口県独自の読書活動を模索する。

４０代以上
現在の形で運営する。 15 56%
教員の関与を前提としたコンクールはなくしていく。 10 37%
山口県独自の読書活動を模索する。 0 0%
無回答 2 7%

27

15
10

0
2

現在の形で運営する。

教員の関与を前提としたコンクールはなくしていく。

山口県独自の読書活動を模索する。

無回答

山口県高教研学校図書館部会

総務部長 吉野 潤

（山口県立萩高等学校 教諭）

yoshino.jun.ig@m.syn21.jp


